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第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の

最
終
報
告
が
、
い
よ
い
よ
公
表
さ

れ
る
。

　

論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
新

た
な
る
市
町
村
合
併
の
推
進
基
準

と
し
て
、
特
定
の
人
口
規
模
が
示
さ
れ
る

か
否
か
は
、
特
に
重
要
な
争
点
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
先
行
す
る
自
民
党
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
報
告
で
は
、
既
に

「
人
口
一
万
」
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
最

終
報
告
で
こ
の
数
字
が
書
き
込
ま
れ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
人
口
一
万
」
な

の
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
は
、
合

理
的
な
説
明
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
実
は
一
万
人
と
い
う
数
字
に

は
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の「
根

拠
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
条
件
不
利
地
域

と
そ
の
自
治
体
人
口
と
の
関
係
を
調
べ
た

時
に
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、「
条
件
不

利
地
域
振
興
五
法
」と
い
わ
れ
る
法
律（
過

疎
、
山
村
、
半
島
、
離
島
、
特
定
農
山
村
）

に
、
な
ん
ら
か
の
形
で
指
定
さ
れ
て
い
る

市
町
村
の
実
数
は
二
、
一
〇
五
自
治
体
で

あ
り
、
そ
れ
は
全
自
治
体
の
六
五
％
に
相

当
す
る
。人
口
階
層
別
に
見
る
と
、
そ
の
数

字
は
一
〜
二
万
人
の
自
治
体
で
五
六
％
、

二
〜
三
万
人
で
五
三
％
、
三
〜
五
万
人
で

は
四
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
万
人

未
満
の
自
治
体
で
は
八
五
％
も
が
五
法
の
い

ず
れ
か
ま
た
は
複
数
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
人
口
一
万
未
満
」
市
町
村
の

大
多
数
は
、
条
件
不
利
地
域
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
地
域
を
全
自

治
体
か
ら
、
取
り
出
す
時
に
「
人
口
一
万

未
満
」
は
、
活
用
し
う
る
基
準
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
数
字
が

設
定
さ
れ
る
の
は
、
条
件
不
利
地
域
へ
の

特
別
措
置
も
、
今
後
の
争
点
と
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
生
ま
れ
て
く

る
。
特
に
、「
い
ま
合
併
を
迷
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
結
局
、
交
付
税
が
あ
り
、
過
疎
債
が

あ
り
、
離
島
や
中
山
間
地
に
対
す
る
傾
斜

配
分
が
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
離
れ
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
」（
地
制
調
第
五
回
総

会
に
お
け
る
野
中
広
務
委
員
・
本
誌
五
月

十
二
日
付
二
四
三
八
号
）
と
い
う
発
言

に
接
す
る
時
、
そ
の
心
配
は
よ
り
強
く

な
る
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
臆
測
は
と
も
か
く
、

仮
に
人
口
一
万
未
満
市
町
村
の
合
併

が
今
後
の
焦
点
と
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
新
た
な
る
合
併
策
は
自
治
体
再

編
で
あ
る
と
同
時
に
、
条
件
不
利
地
域

の
再
編
を
も
意
味
す
る
こ
と
は
、
間
違
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
新
た
な
市
町
村
合

併
は
、
日
本
に
お
け
る
条
件
不
利
地
域
や

そ
の
大
多
数
を
占
め
る
中
山
間
地
域
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
セ
ッ
ト
で
議
論
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

議
論
は
、
ま
だ
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
。

閑話休題

           
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授小

田
切　

徳
美 

な

ぜ

、
「

人

口

一

万

未

満

」
な

の

か

？
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Ⅰ
過
疎
対
策
の
歩
み

Ⅰ 
過
疎
対
策
の
歩
み

１
、
過
疎
問
題
の
発
生

　
「
過
疎
」と
い
う
言
葉
が
政
府
の
公
式
文

書
で
初
め
て
用
い
ら
れ
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和　

年
に
閣
議
決

４２

定
さ
れ
た「
経
済
社
会
発
展
計
画
」で
あ
っ

た
。

　

昭
和　

年
以
降
、
日
本
経
済
の
高
度
成

３０

長
に
伴
い
第
二
次
・
第
三
次
産
業
を
主
産

業
と
す
る
都
市
へ
の
人
口
集
中
は
、
農
山

漁
村
を
中
心
と
し
た
地
方
の
急
激
な
人
口

減
少
を
も
た
ら
し
「
地
域
社
会
の
基
礎
的

生
活
条
件
の
確
保
に
も
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
現
象
が
問
題
と

な
」
っ
た
。（
前
掲
・
経
済
社
会
発
展
計

画
よ
り
）

２
、
過
疎
対
策
に
対
す
る
立
法
措
置

（
１
）
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法

　

過
疎
問
題
の
深
刻
化
に
伴
い
、
過
疎
対

策
の
早
期
確
立
を
図
る
た
め
、
昭
和　
４５

年
、「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」（「
緊

急
措
置
法
」）が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
は
一

定
の
人
口
及
び
財
政
力
要
件
を
満
た
す
７

７
６
市
町
村（
昭
和　

年
５
月
１
日
現
在
）

４５

を
対
象
に
、
財
政
、
行
政
、
金
融
、
税
制

な
ど
の
特
別
措
置
を
講
じ
る
た
め　

年
間

１０

の
時
限
立
法
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

（
２
）
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法

　

昭
和　

年
代
に
入
り
人
口
減
少
率
は
鈍

５０

化
傾
向
を
示
し
て
き
た
が
、
過
疎
地
域
の

公
共
施
設
の
整
備
水
準
は
依
然
低
位
に
あ

り
、
ま
た
若
年
層
を
中
心
と
し
た
人
口
流

出
は
高
齢
化
を
も
た
ら
し
始
め
て
い
た
。

こ
の
た
め
「
緊
急
措
置
法
」
に
続
く
新
た

な
立
法
措
置
と
し
て
、「
過
疎
地
域
振
興

特
別
措
置
法
」（「
振
興
法
」）
が　

年
の

１０

時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
振

興
法
で
は
昭
和　

年
４
月
１
日
現
在
で
１

５５

１
１
９
市
町
村
が
公
示
さ
れ
た
。

（
３
）
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法

　
「
振
興
法
」
に
続
く
平
成
２
年
４
月
に

は
、「
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
」

（「
活
性
化
法
」）が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
活

性
化
法
で
は
、
新
た
な
過
疎
対
策
と
し

て
、
地
域
の
個
性
等
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
や
ハ
ー
ド
の
整
備
の
み
な
ら
ず
ソ
フ

ト
施
策
を
含
ん
だ
総
合
的
な
地
域
発
展
を

図
る
こ
と
を
重
視
し
た
。　

年
の
時
限
立

１０

法
と
し
て
、
平
成
２
年
４
月
１
日
時
点
で

１
１
４
３
市
町
村
が
公
示
さ
れ
た
。

（
４
）
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法

　
「
緊
急
措
置
法
」
か
ら
「
活
性
化
法
」

ま
で
の　

年
間
に
わ
た
る
過
疎
対
策
の
展

３０

開
に
よ
り
、
公
共
施
設
等
の
整
備
は
相
当

程
度
進
ん
だ
も
の
の
、
道
路
や
上
下
水

道
、
情
報
通
信
施
設
や
医
療
施
設
等
、
住

民
生
活
の
基
本
的
な
部
分
で
は
大
き
な
格

差
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
格
差
の
是
正
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
地
域
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、

平
成　

年
４
月
、「
過
疎
地
域
自
立
促
進

１２

特
別
措
置
法
」（「
自
立
促
進
法
」）
が　
１０

年
の
時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

自
立
促
進
法
に
よ
り
過
疎
地
域
と
し
て

公
示
さ
れ
た
市
町
村
数
は
１
１
２
９
団
体

で
、
新
法
の
過
疎
地
域
の
要
件
を
満
た
さ

な
い
１
０
１
団
体
に
つ
い
て
は
、「
特
定

市
町
村
」
と
し
て
５
年
間
の
激
変
緩
和
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
平
成　

年
の
国

１２

勢
調
査
に
よ
る
追
加
公
示
を
加
え
た
平
成

　

平
成　

年
度
「
過
疎
対
策
の
現
況
」

14

は
、
過
疎
地
域
が
国
土
の
約
半
分
、
市

町
村
の
４
割
弱
を
占
め
、
人
口
流
出
に

よ
る
社
会
減
の
ほ
か
、
出
生
率
の
低
下

や
死
亡
者
数
の
増
加
等
に
よ
り
、
今
後

も
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
過
疎
地
域
は
す
で
に
全

国
に　

年
以
上
先
行
し
た
高
齢
社
会
に

20

な
っ
て
い
る
と
も
し
て
い
る
。

　

一
方
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
よ
り
、
過
疎
地
域
と
さ
れ
て
い

る
市
町
村
数
は
本
年
４
月
現
在
で
１
２

０
３
で
、
こ
の
う
ち
７
割
近
く
が
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
等
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
自
然

体
験
や
農
作
業
体
験
な
ど
を
通
じ
た
都

市
と
の
連
携
・
交
流
事
業
に
８
割
近
く

の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
し
て

い
る
。

平成14年度　過疎対策の現況 平成14年度　過疎対策の現況 

過疎地域の８割が 
　都市との連携・交流事業を推進 
過疎地域の８割が 
　都市との連携・交流事業を推進 
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年
４
月
１
日
現
在
の
公
示
さ
れ
た
市
町

１５村
数
は
、
１
２
０
３
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
過
疎
地
域
の
現
況

Ⅱ 
過
疎
地
域
の
現
況

１
、 

概
要

　

過
疎
地
域
市
町
村
数
は
、
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
で
１

１５

２
０
３
団
体
（　

市
、
７
９
２
町
、
３
５

５３

８
村
）
で
全
市
町
村
の　

・
７
％
を
占
め

３７

て
い
る
。
過
疎
地
域
の
人
口
は
７
５
５
万

人
と
総
人
口
１
億
２
６
９
３
万
人
の
５
・

９
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

過
疎
地
域
の
面
積
は　

万
６
４
６
３
�
と

１８

我
が
国
総
面
積
の　

・
３
％
を
占
め
て
い

４９

る
。

　

過
疎
地
域
の
割
合
の
多
い
地
域
を
見
て

み
る
と
、
①
市
町
村
数
割
合
で
は
、
大
分

県
が　

・
９
％
と
も
っ
と
も
多
く
、
②
人

７５

口
割
合
で
は
鹿
児
島
県
の　

・
５
％
が
、

３１

ま
た
、
③
面
積
割
合
で
は
高
知
県
の　

・
７４

５
％
が
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て

い
る
。

２
、
過
疎
地
域
の
人
口
推
移

（
１
）
過
疎
地
域
の
人
口
は
今
後
も
減
少

　

過
疎
問
題
が
顕
在
化
し
た
昭
和　

年
に

３５

お
け
る
過
疎
地
域
の
人
口
は
、
１
３
０
４

万
人
と
総
人
口
９
４
３
０
万
人
の　

・
８

１３

％
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
過
疎
地
域

の
人
口
は
減
少
し
、
最
初
の
過
疎
法
で
あ

る
緊
急
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和　

年
４５

に
は
９
・
６
％
、
振
興
法
が
施
行
さ
れ
た

昭
和　

年
に
は
７
・
５
％
に
、
活
性
化
法

５５

の
施
行
さ
れ
た
平
成
２
年
に
は
６
・
４
％

に
、
そ
し
て
自
立
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た

平
成　

年
に
は
、
全
人
口
１
億
２
６
９
３

１２

万
人
に
対
し
過
疎
地
域
人
口
は
７
１
３
万

人
、
５
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
の

人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
今
後
も
過
疎
地
域

の
人
口
割
合
は
減
少
を
続
け
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

人
口
規
模
別
に
過
疎
地
域
の
市
町
村
数

を
見
て
み
る
と
、
人
口
１
万
人
以
上
の
団

体
が
昭
和　

年
に
は
５
３
３
団
体
だ
っ
た

３５

の
が
、
平
成　

年
に
は
１
７
９
団
体
と
約

１２

３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、
人
口
が
２
千
人
未
満
の
団
体
は

昭
和　

年
に
は　

団
体
で
あ
っ
た
の
が
、

３５

２８

平
成　

年
に
は
１
５
０
団
体
と
５
倍
以
上

１２

に
増
加
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
の
要
因
を
見
て
み
る
と
、
か

つ
て
の
よ
う
な
著
し
い
人
口
流
出
に
伴
う

社
会
減
の
減
少
幅
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
近
年
の
出
生
数
は
低
下
傾
向
に
、

死
亡
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
自
然

減
が
社
会
減
と
同
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
後
も
過
疎
地
域
の
人
口
は
、
減

少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
２
）過
疎
地
域
は
全
国
に
先
駆
け
た
高
齢

　

社
会

　

過
疎
地
域
の
年
齢
階
層
別
人
口
構
成
を

全
国
と
比
較
す
る
と
、
０
〜　

歳
及
び
３

１４

０
〜　

歳
人
口
の
割
合
に
つ
い
て
は
大
差

６４

は
な
い
が
、　

〜　

歳
の
若
年
者
比
率
は

１５

２９

全
国
水
準
の　

・
２
％
を
下
回
る　

・
５

２０

１３

％
と
と
い
う
低
位
に
な
っ
て
い
る
。
一

方
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
は　

・
２

６５

２９

％
と
高
い
（
全
国
は　

・
３
％
）。

１７

　

ま
た
、
高
齢
者
比
率
、
若
年
者
比
率
に

つ
い
て
将
来
の
推
計
値
を
み
る
と
、
平
成

　

年
の
全
国
の
高
齢
者
比
率
は
、
平
成
７

３２年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
間
の
過
疎
地
域

１２

の
高
齢
者
比
率
と
同
程
度
で
あ
り
、
過
疎

地
域
は
全
国
に　

年
以
上
先
行
し
た
高
齢

２０

社
会
と
な
っ
て
い
る
。

３
、
過
疎
地
域
の
財
政
状
況

　

過
疎
地
域
の
１
市
町
村
当
た
り
の
決
算

額
を
み
る
と
、
歳
入
歳
出
と
も
全
国
平
均

の
３
割
程
度
で
あ
り
、
財
政
規
模
は
極
め

て
小
さ
い
。

　

ま
た
、
市
町
村
の
財
政
力
を
示
す
指
標

で
あ
る
財
政
力
指
数
を
み
る
と
、
平
成　
１２

年
度
に
お
い
て
は
、
全
国
平
均
が
０
・
４

０
で
あ
る
の
に
対
し
、
過
疎
地
域
の
平
均

は
０
・
１
９
と
な
っ
て
お
り
、
過
疎
地
域

の
財
政
力
は
極
め
て
脆
弱
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
平
成　

年
度
に
お
け
る

１３

財
政
力
指
数
の
段
階
別
の
分
布
で
見
て
み

る
と
、
町
村
で
は
０
・
１
以
上
０
・
２
未

満
の
区
分
に
約
６
割
と
最
も
多
く
分
布
し

て
い
る
。

４
、
過
疎
地
域
の
産
業
と
雇
用

　

過
疎
地
域
の
産
業
別
就
業
人
口
割
合

は
、
か
つ
て
中
核
的
な
産
業
で
あ
っ
た
第

一
次
産
業
は
、
昭
和　

年
か
ら
平
成　

年

４５

１２

の　

年
間
に
大
き
く
減
少
し
、
現
在
で
は

３０
第
三
次
産
業
が
ほ
ぼ
５
割
を
占
め
、
第
二

次
産
業
も
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
所
得
に
つ
い
て
耕
地　

ａ
１０

当
た
り
の
生
産
農
業
所
得
を
み
る
と
、
北

海
道
を
除
く
地
域
で
は
、
過
疎
地
域
は
全

国
と
比
較
し
て
依
然
格
差
が
見
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
企
業
立
地
の
動
向
を
み
る

と
、
昭
和　

年
代
に
着
実
に
増
加
し
、
昭

５０

和　

年
度
か
ら
平
成
３
年
度
に
か
け
て
非

６２
常
に
高
水
準
と
な
っ
た
後
、
平
成
４
年
度

か
ら
は
そ
れ
以
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
非
製
造
業
の
割

合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。　　

５
、
交
通
・
通
信
の
整
備
状
況

（
１
）
市
町
村
道
の
整
備
格
差
は
縮
小

　

交
通
体
系
の
整
備
は
、
産
業
、
雇
用
、

教
育
、
医
療
等
の
基
礎
で
あ
り
、
交
通
条

件
の
改
善
は
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
基
本

的
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
路
の
整
備
状
況
を
見
て
み
る
と
、
改

良
率
や
改
良
済
幅
員
５
・
５
ｍ
以
上
の
整

備
率
を
み
る
と
、
着
実
に
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、
国
道
、
都
道
府
県
道
、

市
町
村
道
の
い
ず
れ
も
過
疎
地
域
は
非
過

疎
地
域
を
下
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

格
差
が
み
ら
れ
る
。
特
に
都
道
府
県
道
に

つ
い
て
は
、
平
成　

年
で　

・
６
ポ
イ
ン

１２

１３

ト
の
格
差
が
あ
る
。

　

た
だ
、
市
町
村
道
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
の
間
に
改
良

４５

１３

率
、
舗
装
率
と
も
著
し
く
改
良
さ
れ
、
全

国
と
の
格
差
は
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
通
信
環
境
は
大
き
な
格
差

　

通
信
環
境
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば
携

帯
電
話
の
通
話
地
域
に
つ
い
て
面
積
カ

バ
ー
率
で
比
較
す
る
と
、
過
疎
地
域
に
お

い
て
は　

・
９
％
の
カ
バ
ー
率
に
対
し
、

４６

非
過
疎
地
域
は　

・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

７４

大
き
な
格
差
が
あ
る
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続

し
て
い
る
機
器
を
保
有
し
て
い
る
世
帯

が
、
全
国
平
均
で　

・
１
％
で
あ
る
の
に

４８

対
し
、
人
口
５
万
人
未
満
の
市
町
村
で
は

　

％
に
満
た
ず
、
町
村
で
は　

・
９
％
に

４０

３６

と
ど
ま
っ
て
い
る
。（
総
務
省「
家
計
状
況

調
査
」
に
よ
る
）
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６
、
生
活
環
境
の
整
備
状
況

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
整
備
の

状
況
を
全
国
と
比
較
し
て
み
る
と
、
水
道

普
及
率
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
の
格
差
は

か
な
り
縮
小
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
約
９
ポ
イ
ン
ト
近
い
開
き
が
あ
る
。

　

水
洗
化
率
に
つ
い
て
は
、
全
国　

・
９
％

８１

に
対
し
て
過
疎
地
域　

・
９
％
と
な
っ
て
お

４２

り
、
倍
以
上
の
格
差
が
残
さ
れ
て
い
る
。

７
、
定
住
、
交
流
の
促
進
等

（
１
）
過
疎
地
域
の
集
落
の
現
状

　

過
疎
地
域
に
あ
る
約
４
万
９
千
の
集
落

の
う
ち
、　

％
に
お
い
て
、
生
活
扶
助
、

１０

生
活
補
完
、
資
源
管
理
、
と
い
っ
た
集
落

機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
集
落
に
お
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地

の
増
大
、
獣
害
の
発
生
、
管
理
放
棄
林
の

増
大
、
森
林
の
荒
廃
、
伝
統
的
祭
事
の
衰

退
、
棚
田
・
段
々
畑
等
の
景
観
の
荒
廃
、

住
宅
の
荒
廃
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
山
間
奥
地
等
の
基
礎
条
件
の
厳

し
い
集
落
の
住
民
を
対
象
と
す
る
意
識
調

査
に
よ
れ
ば
、
約
７
割
が
引
き
続
き
今
の

集
落
に
居
住
す
る
意
向
で
あ
る
。
集
落
移

転
に
つ
い
て
は
必
要
と
す
る
意
見
が
２
割

未
満
で
あ
る
の
に
対
し
、
集
落
再
編
（
移

転
を
伴
わ
な
い
集
落
再
編
成
）に
つ
い
て
は

３
分
の
１
以
上
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
集
落
移
転
・
集
落
再
編
の
取
組

　

集
落
移
転
は
昭
和　

年
か
ら　

年
に
６

４５

５４

割
以
上
が
実
施
さ
れ
、
集
落
再
編
は
、
比

較
的
最
近
に
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

集
落
移
転
の
主
な
背
景
や
理
由
は
、
効

率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
高
齢
化

や
人
口
流
出
に
よ
る
自
然
消
滅
の
可
能

性
、
積
雪
に
よ
る
集
落
孤
立
化
の
解
消
で

あ
り
、
集
落
再
編
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

や
人
口
流
出
に
よ
る
自
然
消
滅
の
可
能

性
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
・
強
化

で
あ
る
。

　

過
去
に
集
落
移
転
ま
た
は
集
落
再
編
を

経
験
し
た
住
民
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査

に
よ
れ
ば
、
集
落
移
転
し
て
よ
か
っ
た
と

の
回
答
は
８
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
集

落
再
編
し
て
良
か
っ
た
と
の
回
答
も
ほ
ぼ

５
割
を
占
め
て
い
る
。

（
３
）
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進

　

過
疎
地
域
市
町
村
お
よ
び
特
定
市
町
村

に
お
お
い
て
は
、
７
割
近
く
が
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に

取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
の
目
的
は
、

「
人
口
増
加
」が
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
農

林
業
の
担
い
手
確
保
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る
定
住
促
進
策
の

有
無
に
つ
い
て
は
、
全
体
の　

・
９
％
の

５３

市
町
村
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
具
体

的
な
施
策
と
し
て
は
、
住
居
に
対
す
る
支

援
と
各
種
奨
励
金
に
よ
る
支
援
が
約
３
割

の
市
町
村
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
次
い
で
就
職
・
就
業
・
起
業
に

対
す
る
支
援
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
都
市
と
の
交
流
・
連
携

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
都
市
部
と
の
連

携
・
交
流
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

全
体
の
８
割
近
く
が
連
携
・
交
流
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
主
要
施
策
と
し
て
浸

透
し
て
い
る
。

　

事
業
の
効
果
と
し
て
は
、「
地
球
資
源

が
再
発
見
・
有
効
活
用
さ
れ
る
」
こ
と
が

最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
期
待
以
上

の
効
果
と
の
回
答
も
２
割
近
く
あ
る
。

　

自
然
体
験
・
田
舎
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
、

特
に
人
気
の
高
い
も
の
は
「
自
然
体
験
」、

「
農
作
業
体
験
」、「
郷
土
料
理
体
験
」
と

な
っ
て
い
る
。　       　
　

Ⅲ
過
疎
対
策
事
業
の
実
績

Ⅲ 
過
疎
対
策
事
業
の
実
績

　

活
性
化
法
ま
で
の　

年
間
に
お
け
る
過

３０

疎
対
策
事
業
の
実
績
は
約　

兆
円
で
あ

６２

る
。
分
野
別
に
み
る
と
、
振
興
法
の
時
代

ま
で
は
約
半
分
を
占
め
て
い
た
「
交
通
通

信
体
系
の
整
備
」
が
活
性
化
法
時
代
に
は

そ
の
シ
ェ
ア
を
や
や
下
げ
、
他
方
で
、「
産

業
の
振
興
」の
シ
ェ
ア
が
着
実
に
高
ま
り
、

ま
た
、「
生
活
環
境
の
整
備
」、「
高
齢
者
の

保
健
・
福
祉
」
の
シ
ェ
ア
が
活
性
化
法
時

代
に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
過
疎
対
策
の
内
容
は
、
時
代
時
代
の

過
疎
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
的
確
に
変

化
し
て
き
て
い
る
。

　

現
行
の
自
立
促
進
法
に
基
づ
く
前
期
自

立
促
進
計
画
（
平
成　

年
度
〜　

年
度
）

１２

１６

に
お
け
る
過
疎
対
策
事
業
の
計
画
額
は
約

　

兆
円
で
あ
り
、
分
野
別
に
は
、「
生
活
環

１７境
の
整
備
」
や
「
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
」

等
の
シ
ェ
ア
が
従
来
以
上
に
高
く
な
っ
て

い
る
。

ⅣⅣ 
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
に
向
け
た
取
組

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
に
向
け
た
取
組

　

過
疎
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
や
時
代
潮

流
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
過
疎
地
域
は
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、　

世
紀
に
ふ
さ
わ

２１

し
い
生
活
空
間
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
多
様
性
と
変
化
に
富
ん
だ
、
美

し
く
風
格
あ
る
国
土
形
成
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
総
務
省
及
び
全
国
過
疎
地

域
自
立
促
進
連
盟
に
お
お
い
て
は
、
地
域

の
自
立
と
風
格
の
醸
成
を
目
指
し
、
過
疎

地
域
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組

み
、
創
意
工
夫
に
よ
り
活
性
化
が
図
ら
れ

て
い
る
優
良
事
例
を
表
彰
す
る
「
過
疎
地

域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表
彰
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
は
、
総
務
大
臣

１４

賞
と
し
て
、
山
形
県
立
川
町
、
千
葉
県
富

浦
町
、
鳥
取
県
智
頭
町
の
３
町
が
選
ば
れ

た
。

　

山
形
県
立
川
町
は
、
全
国
的
に
も
ま
れ

な
悪
風
を
風
車
に
よ
る
風
力
発
電
に
利
用

し
、
現
在
で
は
町
全
体
の
年
間
消
費
電
力

の
半
分
近
く
を
ま
か
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

町
内
で
発
生
す
る
生
ゴ
ミ
を
全
量
堆
肥
化

す
る
な
ど
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

千
葉
県
富
浦
町
で
は
、
道
の
駅
を
中
心

と
し
た
観
光
農
業
事
業
や
加
工
・
商
品
開

発
事
業
等
を
展
開
す
る
「
枇
杷
倶
楽
部
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
町
と
第
三
セ
ク
タ
ー
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
、
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

の
誘
致
に
成
功
、
年
間
４
千
台
、　

万
９

１１

千
人
の
観
光
客
を
集
め
る
な
ど
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築

し
て
い
る
。

　

鳥
取
県
智
頭
町
は
、
各
集
落
が
振
興
協

議
会
を
設
立
し
計
画
書
に
基
づ
い
た
自
治

活
動
を
自
発
的
に
実
施
す
る「
０
／
１（
ゼ

ロ
分
の
イ
チ
）
運
動
」
を
展
開
、
自
然
、

歴
史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か

し
、
都
市
と
の
農
村
体
験
交
流
や
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」、「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会

食
」
な
ど
、
町
が
財
政
的
、
人
的
資
源
の

支
援
を
行
い
な
が
ら
世
代
間
交
流
や
集
落

意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。　
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平成16年度 予算概算要求重点施策 環 境 省 

　

環
境
と
経
済
の 

　
　
　
　
　
統
合
を
推
進 

【
　

18
・
3
％
増
の
3
1
0
3
億
円
を
要
求
　

】 

�
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

　

環
境
と
経
済
の
統
合
策
で
は
、
温
暖
化

対
策
と
地
域
の
活
性
化
を
同
時
に
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
（　

億
８
０
０

１３

０
万
円
）
を
実
施
。
全
国
の
自
治
体
か
ら

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
大

規
模
・
小
規
模
別
に
各
５
カ
所
の
モ
デ
ル

地
域
を
選
定
す
る
。
モ
デ
ル
地
域
に
指
定

さ
れ
た
自
治
体
は
、　

年
度
か
ら
３
年
間

０４

の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
太
陽
光
発
電
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
温
暖
化
防
止

に
直
結
す
る
事
業
を
進
め
、
そ
の
効
果
を

検
証
す
る
。

　

事
業
計
画
の
策
定
や
効
果
の
検
証
な
ど

の
費
用
は
、
同
省
が
委
託
事
業
と
し
て
全

額
拠
出
し
、
太
陽
光
発
電
な
ど
具
体
的
な

事
業
費
に
は
３
分
の
２
を
補
助
す
る
。
１

カ
所
当
た
り
、
３
年
間
で
大
規
模
地
域
は

５
億
５
０
０
０
万
円
、
小
規
模
地
域
は
１

億
４
０
０
０
万
円
を
投
入
す
る
。

　

環
境
経
営
の
促
進
に
向
け
、
同
省
は
次

期
通
常
国
会
に
「
環
境
経
営
促
進
法
案
」

（
仮
称
）
を
提
出
す
る
方
針
。
そ
こ
で
、
環

境
経
営
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
や
事

業
者
が
、
社
会
や
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ

る
基
盤
作
り
を
展
開
す
る
（
１
億
５
７
０

０
万
円
）。
環
境
会
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

精
緻
化
し
、
環
境
報
告
書
も
第
三
者
に
よ

る
認
証
制
度
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す

る
。

　

新
し
い
温
暖
化
対
策
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り

組
む
法
人
や
事
業
者
に
対
し
て
は
、
先
見

性
や
先
進
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

つ
い
て
事
業
化
を
検
討
し
た
り
、
核
と
な

る
技
術
の
実
証
調
査
を
実
施
し
た
り
す
る

際
の
費
用
を
補
助
す
る
。
ま
た
、
既
に
事

業
化
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
る
場
合
、
設
備
整
備
費
な
ど

を
支
援
す
る
。　

億
円
計
上
し
、
費
用
の

１０

２
分
の
１
を
国
、
４
分
の
１
を
自
治
体
が

補
助
す
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
が
設
置
す
る
地
方
環
境

研
究
所
の
研
究
を
て
こ
入
れ
し
、
地
域
の

環
境
保
全
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
に
努

め
る（
５
０
０
０
万
円
）。
地
域
が
抱
え
る

環
境
問
題
の
解
決
や
経
済
活
性
化
に
つ
な

が
る
研
究
の
検
討
費
や
、
同
じ
課
題
を
持

つ
研
究
所
が
連
携
し
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
費
用
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
▽
燃

料
電
池
の
排
熱
を
利
用
し
た
省
エ
ネ
冷
房

シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
▽
室
内
照
明
用
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
技
術
▽
生
ご
み

の
高
温
高
圧
処
理
技
術
に
よ
る
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
▽
ソ
ー
ダ
工
場
な
ど

か
ら
出
る
余
剰
水
素
を
利
用
し
た
燃
料
電

池
シ
ス
テ
ム
―
の
４
分
野
の
開
発
を
同
研

究
所
に
委
託
す
る
（
１
億
８
０
０
０
万

円
）。

�
活
動
担
う
人
材
を
養
成

　

樹
木
医
な
ど
民
間
が
行
っ
て
い
る
人
材

認
定
制
度
を
国
が
支
援
す
る
枠
組
み
な
ど

　

環
境
省
の
２
０
０
４
年
度
予
算
概

算
要
求
額
は
、
前
年
度
比　

・
３
％

18

増
の
３
１
０
３
億
円
と
な
っ
た
。

　

内
訳
は
、
一
般
政
策
経
費
が　

・
15

３
％
増
の
１
０
６
６
億
円
、
そ
の
他

施
設
費
が　

・
９
％
増
の　

億
円
、

80

40

　

年
度
か
ら
経
済
産
業
省
と
一
部
共

03管
し
て
い
る
石
油
特
別
会
計
は
、　
04

年
度
か
ら
年
間
を
通
し
て
計
上
す
る

た
め
１
１
６
・
７
％
増
の
１
３
０
億

円
と
大
幅
に
伸
び
た
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
６
％
削
減
を
義

務
付
け
た
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成

に
向
け
、「
環
境
と
経
済
の
統
合
」
を

重
点
施
策
の
中
心
的
な
柱
に
提
示
。

脱
温
暖
化
と
経
済
活
性
化
を
一
体
的

に
進
め
る
施
策
や
廃
棄
物
対
策
な
ど

に
取
り
組
む
。
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を
定
め
た
環
境
保
全
・
環
境
教
育
推
進
法

が
、
前
通
常
国
会
で
成
立
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
同
省
は
環
境
保
全
活
動
や
環
境
教

育
を
担
う
人
材
育
成
や
活
動
の
支
援
を
強

化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
同
法
は
民
間
の

人
材
認
定
制
度
の
う
ち
、
国
の
基
本
方
針

に
沿
う
制
度
を
申
請
に
基
づ
い
て
登
録

し
、
情
報
を
提
供
す
る
と
し
て
お
り
、
認

定
制
度
の
登
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
情
報
収

集
・
提
供
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
（
１

８
０
０
万
円
）。

　
　

年
度
に
始
め
た
環
境
教
育
・
環
境
学

０３
習
推
進
基
盤
整
備
事
業（
７
０
０
０
万
円
）

は
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
。
関
連
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
整
備
と
指
導
者
育
成
事
業
に
加

え
、
教
職
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
対
象
と
し

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
と
、
職
場
で

の
環
境
教
育
を
促
す
た
め
、
社
会
人
向
け

の
教
材
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す

る
。

　

地
域
の
環
境
保
全
活
動
を
後
押
し
す
る

た
め
、
全
国
に
９
カ
所
あ
る
地
方
環
境
対

策
調
査
官
事
務
所
に
は
、
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
活
動
拠
点
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ラ
ザ
」
を
整
備
（
８
６
０
０
万
円
）。
３

カ
年
計
画
で
、
初
年
度
は
名
古
屋
、
大
阪
、

広
島
に
設
け
る
。

　

環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
事
業
者
や

市
民
を
助
言
・
指
導
す
る
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
活
用
策
（
５
８
０
０
万
円
）
で
は
、

環
境
教
育
を
行
う
学
校
や
企
業
な
ど
へ
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
。
同
調

査
官
事
務
所
が
学
校
な
ど
の
照
会
に
応
じ

て
あ
っ
せ
ん
す
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
自
己
負
担
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
教
材
作
製
費
や
交
通
費
な
ど
を
全

額
支
給
す
る
。

�
小
型
風
力
発
電
な
ど
の
普
及
を
支
援

　

温
暖
化
対
策
で
は
、
自
治
体
や
住
民
ら

で
組
織
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議

会
の
省
エ
ネ
推
進
事
業
を
拡
充
し
、
家
庭

や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
民
生
部
門
の
対
策
を
強

化
す
る
（　

億
円
）。
同
事
業
は
、
同
協
議

１０

会
が
省
エ
ネ
診
断
を
行
っ
た
一
般
家
庭
や

事
業
所
が
、
消
費
電
力
の
削
減
効
果
が
あ

る
電
圧
調
整
器
を
導
入
す
る
際
、
国
と
自

治
体
で
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助
し
て
い

る
。　

年
度
は
さ
ら
に
風
力
や
太
陽
光
の

０４

各
発
電
装
置
、
燃
料
電
池
装
置
、
断
熱
効

果
の
高
い
複
層
ガ
ラ
ス
、
輸
送
用
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
の
５
つ
を
補
助
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
る
。

　

気
候
や
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
考
慮
し

た
地
域
別
の
地
球
温
暖
化
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
作
成
す
る（
１
億
円
）。
都
道
府
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、

住
民
や
学
校
な
ど
か
ら
モ
ニ
タ
ー
を
募

り
、
モ
ニ
タ
ー
が
取
り
組
ん
だ
対
策
や
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
状
況
な
ど
を
分
析
。
デ
ー
タ

を
基
に
地
域
特
性
に
合
っ
た
対
策
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め
、
住
民
に
取
り
組
み

を
促
す
。

　

ま
た
、
清
掃
工
場
や
温
泉
な
ど
の
排
熱

を
別
の
施
設
の
給
湯
や
冷
暖
房
に
活
用
す

る
た
め
の
整
備
事
業
（
２
億
円
）
を
実
施
。

排
熱
を
供
給
す
る
配
管
な
ど
を
整
備
す
る

自
治
体
に
は
費
用
の
半
額
、
事
業
者
に
は

国
と
自
治
体
で
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助

す
る
。

　

同
省
が　

年
以
降
の
導
入
を
検
討
し
て

０５

い
る
環
境
税
（
温
暖
化
対
策
税
）
も
検
討

を
進
め
る（
５
０
０
０
万
円
）。
同
税
に
つ

い
て
は
、
中
央
環
境
審
議
会
（
環
境
相
の

諮
問
機
関
）
の
専
門
委
員
会
が
、
石
油
な

ど
化
石
燃
料
の
輸
入
・
製
造
業
者
に
対
し
、

引
取
量
や
出
荷
量
に
応
じ
て
課
税
し
、
税

収
は
温
暖
化
対
策
に
充
て
る
な
ど
と
し
た

報
告
書
を
ま
と
め
た
。
同
省
は
こ
の
案
を

基
に
各
地
で
懇
談
会
を
開
き
、
同
税
へ
の

理
解
を
深
め
る
考
え
だ
。

　

国
際
的
な
取
り
組
み
で
は
、
京
都
議
定

書
の
発
効
を
控
え
、
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
に
基
づ
い
て
毎
年
提
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
目
録
の
精
緻
化
や
作

業
の
迅
速
化
の
た
め
の
体
制
整
備
費
（
３

億
１
９
０
０
万
円
）
を
計
上
し
た
。

　

温
暖
化
以
外
の
国
際
問
題
で
は
、
廃
棄

物
の
投
棄
に
よ
る
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
ロ
ン

ド
ン
条
約
で
、
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
を
原

則
禁
止
と
す
る
「　

年
議
定
書
」
が　

年

９６

０４

に
も
発
効
す
る
見
通
し
を
受
け
、
海
洋
汚

染
防
止
法
を
改
正
し
、
国
内
体
制
を
整
備

す
る
（
３
０
０
０
万
円
）。
ま
た
、
船
舶
の

安
定
性
を
保
つ
た
め
に
船
舶
に
取
り
入
れ

る
バ
ラ
ス
ト
水
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
バ

ラ
ス
ト
水
条
約
も
早
け
れ
ば
同
年
中
に
採

択
さ
れ
る
た
め
、
同
条
約
に
対
応
し
た
環

境
を
整
え
る
（
１
５
０
０
万
円
）。

�
廃
焼
却
炉
の
解
体
で
補
助
制
度

　

廃
棄
物
対
策
で
は
、
廃
焼
却
炉
を
解
体

撤
去
す
る
自
治
体
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
。
市
町
村
が
廃
焼
却
炉
を
解
体
し
て
さ

ら
地
に
戻
す
場
合
は
、
費
用
の　

％
が
地

３０

方
交
付
税
で
手
当
て
さ
れ
る
。
し
か
し
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
に
解
体
・
撤

去
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
市
町
村
か
ら
補
助

金
化
の
要
望
が
出
て
い
た
た
め
、
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
の
公
共
事
業
費
（
１
７
０

５
億
６
５
０
０
万
円
）
を
活
用
し
、
費
用

の
４
分
の
１
を
補
助
す
る
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
問
題
に
つ
い

て
は
、
国
も
現
場
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど

を
で
き
る
よ
う
に
し
た
改
正
廃
棄
物
処
理

法
が
前
通
常
国
会
で
成
立
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
地
方
環
境
対
策
調
査
官
事
務
所
に

暗
視
ス
コ
ー
プ
や
４
輪
駆
動
車
を
配
備

し
、
国
の
調
査
体
制
を
充
実
さ
せ
る
（
２

０
０
０
万
円
）。
併
せ
て
都
道
府
県
な
ど

と
連
携
し
、
普
及
啓
発
や
未
然
防
止
の
た

め
の
技
術
研
修
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
監
視
員
に
よ
る
警
戒
活
動
や
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
不
法
投
棄
の
未

然
防
止
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
事
業
を

行
う
自
治
体
へ
の
補
助
事
業
（
３
億
３
２

０
０
万
円
）
も
継
続
し
、
費
用
の
３
分
の

１
を
補
助
す
る
。

　

政
府
が
３
月
に
決
定
し
た
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
計
画
の
推
進
で
は
、
循
環

型
社
会
作
り
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
（
３

億
３
０
０
０
万
円
）。
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
グ
リ
ー
ン
購
入
な
ど
を
進
め
る
事

業
を
公
募
・
実
施
し
、
効
果
や
課
題
を
検

証
す
る
。

　

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
産
廃
処
理
管
理

票
）
の
普
及
事
業
（
２
億
４
９
０
０
万
円
）

で
は
、　

年
度
に
導
入
し
た
現
在
の
シ
ス

９８

テ
ム
を
全
面
改
良
す
る
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン

が
設
置
で
き
な
い
よ
う
な
場
所
で
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
携
帯
情
報
端
末（
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

を
開
発
す
る
。

　

浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
た
整
備
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
都

道
府
県
に
よ
る
支
援
体
制
を
強
化
（
２
億

８
６
０
０
万
円
）。
都
道
府
県
が
、
市
町

村
の
首
長
を
対
象
に
し
た
意
識
啓
発
や
担

当
者
の
研
修
会
、
市
町
村
へ
の
専
門
家
派
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遣
な
ど
を
行
う
場
合
、
費
用
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
。

�
民
間
の
低
公
害
車
導
入
に
助
成

　

大
気
汚
染
の
取
り
組
み
で
は
、
低
公
害

車
導
入
の
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
（
６
億

円
）。
自
治
体
の
公
用
車
に
限
っ
て
い
た

補
助
対
象
に
、
地
域
組
織
や
業
界
団
体
な

ど
自
治
体
の
認
定
を
受
け
た
民
間
事
業
者

が
購
入
す
る
低
公
害
車
を
加
え
る
。
低
公

害
車
と
一
般
車
の
差
額
と
天
然
ガ
ス
な
ど

供
給
施
設
の
設
置
費
用
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
２
分
の
１
を
補
助
す
る
。

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
問
題
で
は
、
石
油

特
別
会
計
に
計
上
し
た
自
治
体
の
対
策
技

術
率
先
導
入
事
業（　

億
２
０
０
０
万
円
）

１０

を
通
じ
、
新
技
術
を
導
入
す
る
自
治
体
を

支
援
す
る
。
空
調
の
室
外
機
か
ら
の
排
気

に
水
を
噴
霧
し
て
排
気
熱
を
下
げ
た
り
、

ビ
ル
壁
面
に
太
陽
光
の
反
射
率
が
高
い
塗

料
を
塗
っ
て
室
内
へ
の
熱
の
吸
収
を
抑
え

た
り
す
る
技
術
な
ど
に
対
し
、
導
入
費
用

を
半
額
補
助
す
る
。

　

３
月
に
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
を
会
場
に

開
か
れ
た
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

契
機
と
し
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
▽
都
市
近
郊
の
流
域
調
査
を
通
じ
、

流
量
の
減
少
や
枯
渇
が
水
環
境
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
の
評
価
分
析（
５
０
０
０
万
円
）

▽
地
下
水
位
や
地
下
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
活
用
し
た
地
下
水
管
理
手
法
の
確
立

―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

化
学
物
質
対
策
で
は
、
新
し
い
化
学
物

質
を
輸
入
・
製
造
す
る
事
業
者
に
動
植
物

へ
の
影
響
調
査
を
義
務
付
け
る
改
正
化
学

物
質
審
査
規
制
法
が
成
立
し
た
の
を
受

け
、
同
法
施
行
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る

化
学
物
質
の
動
植
物
へ
の
影
響
を
調
査
す

る
（
２
億
６
４
０
０
万
円
）。

　

旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
問
題
で
は
、
茨
城

県
神
栖
町
の
被
害
者
へ
の
医
療
・
療
養
手

当
費
や
関
連
調
査
費
な
ど
に　

億
８
５
０

２７

０
万
円
を
計
上
し
た
。

�
移
入
種
対
策
に
本
腰

　

自
然
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
、
生
態
系

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
移
入
種
問
題
に

本
腰
を
入
れ
る
（
２
億
８
９
０
０
万
円
）。

同
省
は
次
期
通
常
国
会
に
移
入
種
対
策
法

案
（
仮
称
）
を
提
出
す
方
針
。
同
法
に
よ

る　

年
度
か
ら
の
制
度
運
用
を
視
野
に
、

０５
移
入
種
の
リ
ス
ク
評
価
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
を
作
成
。
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携

し
、
防
除
・
管
理
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
。

　

国
立
公
園
の
管
理
で
は
、
利
用
者
に
自

然
に
つ
い
て
解
説
す
る
専
門
家
（
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
）
を
、
利
用
者
の
多
い
国

立
公
園　

カ
所
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

１８

配
置
（
１
億
５
０
０
０
万
円
）。
ま
た
、
利

用
者
の
足
と
な
る
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
低

公
害
車
化
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す

る
と
い
っ
た
環
境
を
重
視
し
た
国
立
公
園

の
整
備
計
画
を
自
治
体
が
住
民
ら
と
共
同

で
策
定
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
を
助
成
す

る
（
４
５
０
０
万
円
）。

　

政
府
の
新
・
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
が

主
要
テ
ー
マ
の
１
つ
に
位
置
付
け
て
い
る

里
地
里
山
の
保
全
で
は
、
住
民
や
自
治

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
連
携
し
て
里
地
里
山

の
管
理
保
全
に
取
り
組
む
モ
デ
ル
事
業

（
１
億
円
）
を
全
国
５
カ
所
で
展
開
す
る
。

（
時
事
通
信
社　

中
村　

卓
朗
）
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活 動

事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅

の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相

互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消

費
生
活
協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協

と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
で
、町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、

偶
然
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村

職
員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を

併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以
来
、
事

業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助

の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾

注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
四
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、退
職
者
組
合

員
制
度
の
発
足
等
に
よ
り
、前
年
度
比
二
〇
、

二
〇
三
人（
九
・
八
％
）の
増
加
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
一
、七
〇
五
件（
一
・
四
％
）の
減
と
な
っ

た
が
、共
済
掛
金
は
、前
年
度
比
四
三
二
万
余

円（
〇
・
二
％
）の
増
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害

特
約
共
済
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
二

七
七
件（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
が
、共
済

掛
金
は
、
前
年
度
比
一
八
八
万
余
円（
〇
・
六

％
）の
増
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前

年
度
比
五
、一
二
五
台（
二
・
三
％
）の
増
と
な

り
、
共
済
掛
金

も
、一
億
一
、三

一
四
万
余
円

（
二
・
〇
％
）の

増
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済

金
の
支
払
は
、

火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
九

件（
二
・
〇
％
）

の
増
と
な
り
、

共
済
金
合
計
に

お
い
て
も
九
五

四
万
余
円（
一
・

三
％
）
の
増
と

な
っ
た
。
ま
た
、

災
害
見
舞
金
の

給
付
件
数
に
つ

い
て
は
前
年
度

四
八
件
に
比

し
、二
〇
件
、災

害
見
舞
金
に
し

て
一
九
二
万
余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の
給
付
に

つ
い
て
は
前
年
度
比
四
件（
一
〇
・
三
％
）

の
増
と
な
り
、共
済
金
に
お
い
て
も
、三
、〇

七
〇
万
余
円（
一
三
四
・
六
％
）の
増
と
な
っ

た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で

前
年
度
比
六
五
六
件（
六
・
四
％
）の
減
と

な
り
、共
済
金
に
お
い
て
は
、三
億
二
、三
五

七
万
余
円（
一
〇
・
八
％
）の
減
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ

て
す
る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率

は
、
火
災
共
済
が
二
九
・
三
〇
％
、
風
水
雪

害
特
約
共
済
が
二
七
・
八
七
％
、自
動
車
共

済
が
一
六
・
二
九
％
と
な
っ
た
。

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

退
職
者
組
合
員
制
度
の
発
足
及
び
火
災

共
済
事
業
員
外
利
用
者
の
同
組
合
員
へ
の

移
行
も
あ
り
、
平
成
十
四
年
度
末
現
在
の

組
合
員
数
は
二
二
六
、
九
五
五
人
で
前
年

度
に
比
し
二
〇
、二
〇
三
人（
九
・
八
％
）増

加
し
た
。
ま
た
、出
資
金
に
つ
い
て
も
、前

年
度
に
比
し
二
、
五
五
五
万
余
円（
一
・
三

％
）
増
の
一
九
億
二
、
八
九
四
万
余
円
と

な
っ
た
。
な
お
、
本
年
度
に
お
け
る
割
戻

金
の
一
部
を
出
資
金
に
充
当
し
た
額
は

二
、
九
六
五

万
余
円
と

な
っ
た
。

２
、
共
済
契

約
状
況

�
火
災
共
済

事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数

は
一
二
〇
、

四
七
九
件
で

前
年
度
に
比

し
一
、
七
〇

五
件（
一
・
四

％
）
減
少
し

た
が
、
契
約

口
数
は
六

四
、
一
八
九

口
（
〇
・
三

％
）
増
加
し

た
。こ
の
た

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
四
年
度

表１　組合加入状況
出 資 金口　　数人　　員区 分
１，９２８，９４８，６５０円１９，２８９，４８７口２２６，９５５人平成１４年度
１，９０３，３９２，３８０１９，０３３，９２４２０６，７５２平成１３年度
２５，５５６，２７０２５５，５６３２０，２０３比 較 増 減

１．３％１．３％９．８％増 減 率
１，９１７，０２４，９９０円１９，１７０，２５０口２１１，４１９人平成１２年度

（注）出資金額は預り出資金（１口１００円未満の端数口数の累計額）７４５，６５０円を含む。

表２　火災共済加入状況
共 済 掛 金契 約 口 数共済契約件数区 分
１，７６４，７４４，２２０円２５，１７６，１８８口１２０，４７９件平成１４年度
１，７６０，４１９，１５０２５，１１１，９９９１２２，１８４平成１３年度
４，３２５，０７０６４，１８９△１，７０５比 較 増 減

０．２％０．３％△１．４％増 減 率
１，７７７，９７３，２１０円２５，３７１，２１７口１２５，３９９件平成１２年度

（注）△印は減を示す。

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契 約 口 数特約付加件数区 分
３２８，１７９，３３０円５，４５８，６９９口２７，５９１件平成１４年度
３２６，２９０，９２０５，４２９，９２８２７，８６８平成１３年度
１，８８８，４１０２８，７７１△２７７比 較 増 減

０．６％０．５％△１．０％増 減 率
３３０，０７１，９８０円５，４９２，８０９口２８，６２７件平成１２年度

（注）△印は減を示す。

表４　自動車共済加入状況
共 済 掛 金契 約 台 数区 分
５，８１４，０１７，３６０円２２５，１１２台平成１４年度
５，７００，８６８，６４０２１９，９８７平成１３年度
１１３，１４８，７２０５，１２５比 較 増 減

２．０％２．３％増 減 率
５，８４８，５４５，４９０円２２４，８３５台平成１２年度

表５　火災共済金支払状況

損 害 率合 計失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨 時 費 用 共 済 金火 災 共 済 金区 分 金 額件 数金 額件 数金 額件 数金 額件 数
４０．６％７１７，２９８，１２８円８１７，５５３円４件１９，２９４，４５８円１５２件６２，１４６，５５７円４５８件６３５，０３９，５６０円４５４件平成１４年度

４０．２７０７，７５３，２３１２，０６０，０００６２０，１１２，３１５１０９６６，７８４，１０８４４５６１８，７９６，８０８４４５平成１３年度

０．４９，５４４，８９７△１，２４２，４４７△２△８１７，８５７４３△４，６３７，５５１１３１６，２４２，７５２９比 較 増 減

―１．３％△６０．３％△３３．３％△４．１％３９．４％△６．９％２．９％２．６％２．０％増 減 率

３４．７％６１７，４０６，６６０円４８５，７００円４件１３，６５４，８５０円４８件５８，６４４，６１４円５１８件５４４，６２１，４９６円５１８件平成１２年度
（注）△印は減を示す。

表６　見舞金支払状況
一件当りの見舞金見 舞 金件 数区 分

９６，２５０円１，９２５，０００円２０件平成１４年度
１０５，０６３５，０４３，０００４８平成１３年度
△８，８１３△３，１１８，０００△２８比 較 増 減
△８．４％△６１．８％△５８．３％増 減 率
９８，７６９円２，５６８，０００円２６件平成１２年度

（注）△印は減を示す。

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
四
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
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活 動

め
共
済
掛
金
は
一
七
億
六
、
四
七
四
万
余
円

と
な
り
前
年
度
よ
り
四
三
二
万
余
円（
〇
・
二

％
）の
増
と
な
っ
た
。ま
た
、一
件
当
り
平
均
口

数
は
二
〇
八
口
（
二
、
〇
八
〇
万
円
）
と
な
り

前
年
度
よ
り
三
口
（
三
〇
万
円
）
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
七
、
五
九
一
件
で
前

年
度
に
比
し
二
七
七
件（
一
・
〇
％
）減
少
し

た
。
特
約
共
済
掛
金
は
、三
億
二
、八
一
七
万

余
円
で
前
年
度
よ
り
一
八
八
万
余
円（
〇
・
六

％
）の
増
と
な
っ
た
。
な
お
、火
災
共
済
契
約

件
数
に
対
す

る
特
約
付
加

件
数
の
割
合
は
二
二
・
九
％
で
あ
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
二
五
、
一
一
二
台
と
前
年

度
に
比
し
五
、一
二
五
台（
二
・
三
％
）増
加
し

た
。
共
済
掛
金
も
五
八
億
一
、
四
〇
一
万
余

円
と
な
り
、前
年
度
よ
り
一
億
一
、三
一
四
万

余
円（
二
・
〇
％
）増
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
台

当
り
の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二
五
、
八
二
七

円
と
な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で

九
件（
二
・
〇
％
）増
の
四
五
四
件
、臨

時
費
用
共
済
金
で
一
三
件（
二
・
九

％
）増
の
四
五
八
件
、残
存
物
取
片

づ
け
費
用
共
済
金
で
四
三
件
（
三

九
・
四
％
）増
の
一
五
二
件
、失
火

見
舞
費
用
共
済
金
で
二
件（
三
三
・
三
％
）減

の
四
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
九
五
四

万
余
円（
一
・
三
％
）増
の
七
億
一
、七
二
九
万

余
円
と
な
り
、
損
害
率
は
、
前
年
度
よ
り
〇
・

四
ポ
イ
ン
ト
高
い
四
〇
・
六
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、一
億
二
、九
五
三
万
円
の
火

災
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十
五
年

度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
二
八
件
減
の
二
〇

件
、
見
舞
金
額
で
三
一
一
万
余
円
減
の
一
九

二
万
余
円
と
な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済

金
で
四
件（
一
〇
・
三
％
）増
の
四
三
件
、臨
時

費
用
共
済
金
で
四
件
（
一
〇
・
三
％
）
増
の
四

三
件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で

三
件（
二
一
・
四
％
）増
の
一
七
件
と
な
り
、

共
済
金
の
合
計
は
三
、〇
七
〇
万
余
円（
一

三
四
・
六
％
）増
の
五
、三
五
一
万
余
円
と

な
り
、
損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度
よ
り

九
・
三
ポ
イ
ン
ト
高
い
一
六
・
三
％
と
な
っ

た
。こ
れ
は
主
に
平
成
十
四
年
七
月
十
一

日
に
上
陸
し
た
台
風
六
号
の
被
害
（
支
払

共
済
金
一
四
件
三
、七
八
九
万
余
円
）に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、八
七
一
万
余
円
の
風
水
雪

害
特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成

十
五
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
対
物
賠

償
で
五
〇
九
件（
五
・
五
％
）減
の
八
、七
六

九
件
、
対
人
賠
償
で
は
一
四
七
件（
一
五
・

〇
％
）減
の
八
三
三
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
九
、
九
五
二
万
余
円
（
五
・

五
％
）
減
の
一
七
億
二
、
二
六
六
万
余
円
、

対
人
賠
償
に
お
い
て
は
二
億
二
、四
〇
四
万

余
円（
一
九
・
一
％
）減
の
九
億
四
、七
二
八

万
余
円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
、
前
年

度
に
比
し
三
億
二
、
三
五
七
万
余
円
（
一

〇
・
八
％
）減
の
二
六
億
六
、九
九
五
万
余

円
と
な
っ
た
。損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度

よ
り
六
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
い
四
五
・
九
％
と

な
っ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
、既
発
生
事
故
の
う
ち
、

共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支

払
予
定
額
と
し
て
、一
四
億
五
、八
八
〇
万

余
円
の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、

平
成
十
五
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
四

九
件（
四
三
・
四
％
）減
の
六
四
件
、死
亡
は

五
件（
三
一
・
三
％
）減
の
一
一
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
一

四
七
万
円（
四
三
・
四
％
）減
の
一
九
二
万

円
、死
亡
は
五
〇
万
円（
三
一
・
三
％
）減
の

一
一
〇
万
円
と
な
り
、
臨
時
費
用
の
合
計

は
、
前
年
度
に
比
し
一
九
七
万
円（
三
九
・

五
％
）減
の
三
〇
二
万
円
と
な
っ
た
。

表７　風水雪害特約共済金支払状況

損害率合 計
残存物取片づけ費用共済金臨 時 費 用 共 済 金特 約 共 済 金

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数

１６．３％５３，５１７，２５０円５８０，０５７円１７件６，９０４，８３８円４３件４６，０３２，３５５円４３件平成１４年度
７２２，８０９，８４０３０８，２５７１４２，９３４，９８３３９１９，５６６，６００３９平成１３年度
９．３３０，７０７，４１０２７１，８００３３，９６９，８５５４２６，４６５，７５５４比 較 増 減
―１３４．６％８８．２％２１．４％１３５．３％１０．３％１３５．３％１０．３％増 減 率

１１．３％３７，３０３，５４２円２５２，３４１円６件４，８３２，７５８円４２件３２，２１８，４４３円４２件平成１２年度

表８　自動車共済金支払状況

損害率
合 計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区 分
共 済 金件 数共 済 金件 数共 済 金件 数

４５．９％２，６６９，９５１，９７９円９，６０２件９４７，２８９，１６６円８３３件１，７２２，６６２，８１３円８，７６９件平成１４年度
５２．５２，９９３，５２８，０１０１０，２５８１，１７１，３３７，８５１９８０１，８２２，１９０，１５９９，２７８平成１３年度
△６．６△３２３，５７６，０３１△６５６△２２４，０４８，６８５△１４７△９９，５２７，３４６△５０９比 較 増 減
―△１０．８％△６．４％△１９．１％△１５．０％△５．５％△５．５％増 減 率

５４．３％３，１７４，５５１，２７２円１０，５１９件１，２４９，０３６，０４８円９７３件１，９２５，５１５，２２４円９，５４６件平成１２年度
（注）△印は減を示す。

表９　自動車共済臨時費用支払状況
合 計死 亡傷 害

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数
３，０２０，０００円７５件１，１００，０００円１１件１，９２０，０００円６４件平成１４年度
４，９９０，０００１２９１，６００，０００１６３，３９０，０００１１３平成１３年度

△１，９７０，０００△５４△５００，０００△５△１，４７０，０００△４９比 較 増 減
△３９．５％△４１．９％△３１．３％△３１．３％△４３．４％△４３．４％増 減 率

４，８８０，０００円１３０件１，４００，０００円１４件３，４８０，０００円１１６件平成１２年度
（注）△印は減を示す。

利 益 の 部損 失 の 部
金 額科 目金 額科 目
７，９０６，９４０，９１０円共 済 掛 金１．３，４４０，７６７，３５７円支 払 共 済 金１．
６，４９２，４０７，０００共済契約準備金戻入２．４，９４５，０００見 舞 金 等２．
１４７，５６８，８１３資 産 運 用 収 益３．２，３０７，８８８，５１７管理費及び諸経費３．
５，９７８，７９１雑 収 入４．６，８１０，９８１，０００共済契約準備金繰入４．

１２，５６４，５８１，８７４小 計
１，９８８，３１３，６４０経 常 剰 余 金

１４，５５２，８９５，５１４合 計１４，５５２，８９５，５１４合 計
１，９８８，３１３，６４０税引前当期剰余金１．
△２５３，５９９，０７８法 人 税 等２．
１，７３４，７１４，５６２当期剰余金（計）３．
７１，６６０，３１７前期繰越剰余金４．

１，８０６，３７４，８７９当期未処分剰余金（計）５．
（注）△印は減を示す。

表１０　平成１４年度全国町村職員生活協同組合損益計算書
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�

�

　

町
は
、
図
書
館
な
ど
町
の
一
八
施

設
と
役
場
を
結
ぶ
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
る
。約
一
〇
㎞
離
れ

た
屈
足
支
所
や
四
〇
㎞
離
れ
た
富
村

牛
小
中
学
校
な
ど
九
か
所
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
で
接
続
し
、
近
隣
施
設
は
無
線
を

利
用
す
る
。町
民
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
町
行
政
の
情
報
閲
覧
や
施

設
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

ご
み
焼
却
を
近
く
の
気
仙
沼
市
の

処
理
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
い
る
町

は
、
ご
み
処
理
対
策
の
一
環
と
し
て
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
調

査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
廃
棄
物
処
理
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
す
る
仕
組
み
で
、

ガ
ス
化
溶
融
炉
が
あ
る
市
町
村
を
視

察
す
る
な
ど
調
査
を
進
め
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
節
電
は
新
た
に
発
電
す
る

の
と
同
じ
効
果
と
の
発
想
か
ら
、
町

民
か
ら
節
電
の
希
望
者
を
募
っ
て

「
町
民
節
電
所
」事
業
を
推
進
し
て
い

る
。「
節
電
所
」
は
約
半
年
間
、
各
自

で
定
め
た
節
電
目
標
の
達
成
に
取
り

組
む
も
の
で
、
町
内
一
〇
〇
戸
が
参

加
し
、
前
年
同
期
比
平
均
五
・
五
％

減
の
節
電
を
目
指
し
て
い
る
。

�

�

　

観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
町
は
、
北
ア
ル
プ
ス

町
施
設
を
結
ぶ
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

北
海
道

新
得
町

「
町
民
節
電
所
」
事
業
を
推
進

山
形
県

立
川
町

剣
岳
の
町
営
山
荘
の
新
築

を
計
画

富
山
県

上
市
町

の
名
峰
剣
岳
の
玄
関
口
に
あ
る
馬
場

島
の
町
営
山
荘
を
新
築
す
る
。
収
容

人
数
を
五
〇
人
に
拡
大
し
、
要
望
が

多
い
浴
室
も
新
た
に
設
置
す
る
予

定
。
周
辺
地
域
で
進
め
る
遊
歩
道
の

整
備
と
合
わ
せ
、
観
光
客
が
利
用
し

や
す
施
設
に
整
備
し
て
い
く
。

�

�

　

町
は
、
家
族
み
ん
な
で
読
書
に
親

し
み
、
感
性
や
創
造
性
豊
か
な
子
ど

も
を
育
て
て
い
く
た
め
、「
家
族
み

ん
な
で
読
書
の
す
ば
ら
し
さ
を
」
と

「
本
は
楽
し
い
」の
二
種
類
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
。
読
書
経
験
談
や
推

薦
す
る
本
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
読
書
啓
発
の
会
も
開
き
、
読

書
の
普
及
促
進
に
努
め
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
山
間
部
を
含
む
町
民
の
交

通
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
、
町
営

の
百
円
バ
ス
の
運
行
を
始
め
た
。
六

路
線
で
、
一
路
線
は
週
各
二
日
運
行

し
、
一
日
二
往
復
す
る
。
日
祝
と
年

末
年
始
な
ど
は
運
休
。
二
六
人
乗
り

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
一
〇
人
乗
り
ワ
ゴ

ン
車
を
使
い
、
バ
ス
運
行
の
運
営
・

管
理
は
民
間
に
委
託
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
町
内
在
住
の
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
自
宅
か

ら
町
内
の
病
院
や
保
健
施
設
の
間
を

ワ
ゴ
ン
車
で
送
迎
す
る
外
出
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
料
は
片
道

一
回
二
百
円
で
、
車
い
す
利
用
者
で

あ
れ
ば
二
人
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に

寝
た
人
は
一
人
を
乗
せ
ら
れ
る
。

読
書
を
促
進
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

長
野
県

波
田
町

町
営
の
百
円
バ
ス
を
運
行

静
岡
県

春
野
町

高
齢
者
等
の

外
出
支
援
事
業
を
実
施

兵
庫
県

浜
坂
町

　

公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
て
村

内
の
自
動
車
通
行
量
を
減
ら
そ
う

と
、
村
と
奈
良
交
通
は
、
観
光
拠
点

を
巡
る
周
遊
バ
ス
と
村
民
向
け
の
循

環
バ
ス
の
接
続
を
円
滑
に
す
る
実
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
。周
遊
バ
ス
は

「
か
め
バ
ス
」
と
名
付
け
、
行
楽
シ
ー

ズ
ン
は
三
〇
分
間
隔
、
オ
フ
シ
ー
ズ

ン
は
六
〇
分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
土
壌
汚
染
な
ど
を
防
止
し

て
い
く
た
め
、
土
砂
な
ど
に
よ
る
埋

め
立
て
を
規
制
す
る
条
例
を
施
行
し

た
。
井
戸
水
に
依
存
し
て
い
る
町
民

が
多
い
こ
と
か
ら
、
事
業
主
や
施
工

者
に
対
し
、
土
壌
汚
染
や
崩
落
災
害

等
が
起
き
な
い
よ
う
万
全
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
罰
則
も

設
け
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
高
齢
者
に
介
護
の
必
要
が

な
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
、

専
用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

た
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。
教
室
は
町
内

の
長
期
療
養
型
病
院
で
週
二
回
開

催
。
理
学
療
法
士
や
健
康
運
動
指
導

士
な
ど
が
上
半
身
や
足
な
ど
を
鍛
え

る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

�

�

　

滞
在
型
の
観
光
地
を
目
指
し
て
い

る
町
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
海
岸
の

干
潟
再
生
に
向
け
た
実
験
を
進
め
て

い
る
。
実
験
は
町
内
中
学
校
と
協
力

土
砂
埋
立
て
な
ど
を

規
制
す
る
条
例
を
施
行

岡
山
県

美
星
町

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
教
室
を
開
催

島
根
県

瑞
穂
町

干
潟
再
生
に
向
け
た
実
験

を
推
進

香
川
県

土
庄
町

し
、
海
岸
約
五
百
平
方
ｍ
を
七
区
画

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
条
件
を
変
え

て
三
年
間
実
施
す
る
。
ア
サ
リ
等
の

生
育
に
有
効
な
方
法
が
解
明
さ
れ
る

こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
四
月
に
施
行
し
た
町
職
員

倫
理
条
例
の
規
則
と
要
綱
を
策
定

し
、
四
月
に
遡
っ
て
適
用
し
た
。
職

員
が
不
正
な
働
き
掛
け
を
受
け
た
場

合
、
政
治
倫
理
審
査
会
に
調
査
請
求

で
き
る
権
利
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
特

徴
で
、
内
部
告
発
に
近
い
制
度
も
整

え
た
。
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
解
説
し
た
冊

子
も
職
員
へ
配
布
し
て
い
く
。

�

�

　

山
間
部
に
あ
る
町
は
、
都
市
部
と

の
情
報
格
差
解
消
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
行
政
主
導
で
公
共
施
設
と
家
庭

を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ぶ
高
速
大
容

量
の
情
報
通
信
網
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
の
供

用
開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
加
入
家

庭
は
月
額
四
千
円
以
内
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
い
放
題
に
な
る
。

　

町
教
育
委
員
会
は
、
大
人
に
な
る

前
に
自
然
や
世
の
中
な
ど
に
つ
い
て

考
え
、
そ
れ
を
言 　

葉
で
表
現
し
て

ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
町
内
の
小

学
生
を
対
象
に
詩
や
短
歌
な
ど
を
募

集
。
応
募
作
の
中
か
ら
特
撰
と
入
選

の
四
三
作
品
を
詩
歌
集「
す
か
ん
ぽ
」

と
し
て
ま
と
め
、
刊
行
し
た
。

職
員
倫
理
条
例
の
規
則
と

要
綱
を
策
定

福
岡
県

築
城
町

高
速
大
容
量
の

情
報
通
信
網
を
整
備

宮
崎
県

木
城
町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
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カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル

の
調
査
を
推
進

宮

城

県

志
津
川
町

周
遊
と
循
環
バ
ス
の

接
続
実
験
を
推
進

奈

良

県

明
日
香
村

小
学
生
の
詩
歌
集

「
す
か
ん
ぽ
」
を
刊
行

鹿
児
島
県

宮
之
城
町
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随 想
　

平
成
６
年
４
月
の
初
当
選
以
来
本
年
で

　

年
目
、
町
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

１０て
「
快
適
な
環
境
、
創
造
性
豊
か
な 
都
市 

ま　

ち

か
ん
な
み
」
を
掲
げ
、
町
づ
く
り
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
と
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
就
任
早
々
、
当

町
で
は
既
に
焼
却
場
の
建
設
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
し
た
。（
待
て
よ
・
・
・
焼
却
場

よ
り
も
先
に
や
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な

い
か 
？ 
そ
う
だ
、
こ
れ
か
ら
は
少
子
高

齢
化
の
時
代
に
入
る
ぞ
。）
そ
こ
で
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
当
時

の
助
役
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
快

諾
し
て
く
れ
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
焼
却
場
よ
り
先
に
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
後
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
の
た
め
、
平
成　

年
か
ら
は
、

１０

排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
を　
　０.１
ng

以
下
に
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
厚
生
省

よ
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で

は
、
焼
却
場
は
平
成
９
年
度
に
完
成
予
定

で
し
た
の
で
、
も
し
計
画
通
り
に
建
設
さ

れ
て
い
た
ら
、
完
成
後
１
〜
２
年
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
対
策
の
た
め
に
数
億
円
も
の
出

費
と
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
今
思
え
ば
、

あ
の
時
思
い
切
っ
て
決
断
し
、
建
設
の
順
序

を
変
え
た
こ
と
が
幸
い
で
し
た
。そ
し
て
平

成　

年
に
完
成
し
た
焼
却
場
は
、
ダ
イ
オ

１２
キ
シ
ン
濃
度　
　

と
い
う
、
環
境
を
考
慮

０.０５
ng

し
た
す
ば
ら
し
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
８
月　

日
、
函
南
町
は
集
中

１０

３０

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
雨
は
８
月　
２８

日
か
ら
降
り
始
め
、
町
内
低
地
で
一
部
水

害
が
出
始
め
ま
し
た
。　

日
早
朝
に
は
、

３０

町
内
の
至
る
所
で
水
害
に
よ
る
通
行
止
め

が
発
生
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
が
多
発
、

消
防
団
も
職
員
も
防
災
協
力
会
も
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
場
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。　

日
朝

３０

７
時
頃
、
来
光
川
が
大
量
の
雨
水
や
流
木

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
町
の
中
央
公
民
館

の
上
流
部
（
来
光
川
）
が
越
水
し
ま
し
た
。

私
は
災
害
対
策
本
部
で
通
報
を
受
け
ま
し

た
が
、「
身
の
毛
が
よ
だ
つ
」
―
ま
さ
に
こ

の
状
況
で
し
た
。
函
南
町
始
ま
っ
て
以

来
、
来
光
川
が
越
水
し
た
こ
と
は
な
く
、

瞬
間
、
町
内
平
坦
部
は
大
水
害
に
な
る
と

思
い
ま
し
た
。
総
務
課
長
よ
り
提
案
が
あ

り
、
即
自
衛
隊
（
御
殿
場
板
妻
駐
屯
地　
３４

連
隊
）
に
救
援
隊
を
要
請
、
そ
の
後
静
岡

県
に
そ
の
旨
を
通
報
し
ま
し
た
が
、
県
か

ら
は
順
序
が
違
う
と
お
叱
り
を
受
け
、
そ

れ
も
そ
う
だ
、
と
後
に
な
れ
ば
納
得
も
い

き
ま
す
が
、
予
期
し
な
い
出
来
事
と
は
そ

ん
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
、　

日
は

３０

日
曜
日
、
そ
の
上
朝
の
出
来
事
で
あ
っ
た

の
で
運
が
よ
く
、
地
区
の
子
供
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
手
の

あ
い
て
い
る
方
に
お
願
い
し
て
土
嚢
積
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
水
害

が
夜
で
あ
っ
た
ら
、
揺
れ
る
堤
防
の
上
を

歩
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と

思
う
と
ぞ
っ
と
し
ま
す
。
し
か
し
あ
の

時
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
が
い
か
に
偉
大

な
も
の
で
あ
る
か
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
静
岡
県
で
は
東
海
地
震
が
予
想
さ

れ
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
と
っ
さ
の

出
来
事
に
は
臨
機
応
変
に
対
処
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。）こ
の
集
中
豪
雨
の
体
験

の
中
で
身
を
持
っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
忘

れ
ず
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
大
変
喜
ば
し
い
出
来
事
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
当
町
で
は
高
温
の
温
泉

は
出
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
過

去
４
本
の
温
泉
を
業
者
、
町
当
局
で
そ
れ

ぞ
れ
２
本
ず
つ
、　

ｍ
掘
り
ま
し
た
が
１

１０００

本
も
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
私

は
、
町
民
の
「
温
泉
が
欲
し
い
」
と
い
う

願
い
を
叶
え
た
い
一
心
で
、
空
中
探
査
の

予
算
を
認
め
て
も
ら
い
、
町
の
平
坦
部
の

探
査
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
２
か
所
が

候
補
地
に
上
が
り
、
そ
の
内
の
ひ
と
つ
は

何
と
、
道
路
よ
り
２
ｍ
中
に
入
っ
た
だ
け

の
、
住
宅
地
の
中
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら

れ
た
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
区
の
倉
庫
が

あ
り
ま
し
た
が
移
転
し
て
い
た
だ
き
、
温

泉
を
掘
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

ｍ
掘

５０

る
と
地
下
水
が
自
噴
、
そ
れ
か
ら
下
は
粘

土
質
、　

ｍ
、　

ｍ
、　

ｍ
と
予
定
通
り

７００

８００

１０００

掘
削
は
進
み
ま
し
た
が
温
泉
は
出
そ
う
に

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ボ
ー
リ
ン
グ
会
社
の
人

も
頭
を
抱
え
、
増
掘
を
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
言
い
ま

し
た
。「　

ｍ
が
約
束
だ
。
掘
削
機
を
上

１０００

げ
る
の
も
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
げ

て
楊
湯
試
験
を
し
て
ほ
し
い
。
た
と
え　
２０

�
で
も　

�
で
も
、
そ
の
湯
量
が
知
り
た

３０

い
。」
そ
し
て
揚
湯
試
験
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
時
で
す
。
担
当
課
長
が
「
温
泉

が
出
た
！
」
と
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
掘
っ
て
い
る
時
に
は
何
の
兆
候
も
な

か
っ
た
井
戸
か
ら
一
気
に　

�
の
温
泉
が

１８０

出
た
の
で
す
。
１
日
目
、
２
日
目
と
温
泉

の
量
は
増
え
、
遂
に
毎
分　

�
、　

度
の

４２４

６３

温
泉
が
出
ま
し
た
。
誰
も
が
喜
び
、
待
望

の
温
泉
会
館
が
昨
年　

月
に
オ
ー
プ
ン
い

１０

た
し
ま
し
た
。
１
年
間
で
来
場
者
は　

万
２０

人
に
達
し
、
１
年
経
っ
た
今
で
も
多
く
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
連
日
賑
わ
い

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
誰
か
が
言
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
町
長
は
運
が
い
い
人
だ
」・
・
・

確
か
に
私
は
運
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ

て
初
め
て
運
は
味
方
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
運
を
味
方

に
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
、
町
政
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　■
 

仕
事
と
運

静 岡 県

 函  南 町 長
かん なみ

芹 澤 伸 行
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国
土
交
通
省
、
環
境
省
な
ど
関
係
五
省

で
構
成
し
た
「
健
全
な
水
循
環
系
構
築
に

関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
は
十
月
十

六
日
、
水
循
環
の
健
全
化
に
つ
い
て
の
計

画
作
り
を
行
う
自
治
体
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
。

　

自
治
体
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
地
域

住
民
や
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な

ど
が
互
い
に
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
目
標

や
プ
ロ
セ
ス
で
実
際
に
取
り
組
む
か
に
つ

い
て
、
地
域
が
主
体
的
・
自
立
的
に
考
え
、

具
体
的
な
施
策
を
導
き
出
す
た
め
の
基
本

的
な
方
向
や
方
策
の
あ
り
方
を
提
示
し

た
。

　

現
在
、
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
急
激

な
集
中
、
近
年
の
気
象
変
化
等
に
よ
る
水

質
汚
濁
や
平
常
時
の
河
川
流
量
の
減
少
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
お

り
、
流
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
水
循
環

系
の
健
全
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
健
全
な
水
循
環
系
構
築
に

向
け
た
取
り
組
み
を
具
体
化
す
る
た
め
、

①
水
循
環
系
の
実
態
把
握
の
手
法
、
②
水

循
環
系
の
問
題
点
や
要
因
の
分
析
手
法
、

課
題
の
整
理
方
法
の
例
示
、
③
健
全
な
水

循
環
系
構
築
に
向
け
た
基
本
方
針
や
目
標

設
定
の
考
え
方
、
④
地
域
に
お
け
る
各
主

体
の
連
携
の
あ
り
方
と
そ
の
取
組
の
評

価
、
⑤
健
全
な
水
循
環
系
構
築
に
向
け
た

計
画
づ
く
り
の
事
例
や
地
域
の
取
組
の
紹

介
な
ど
―
地
域
が
ど
の
よ
う
に
し
て
水
循

環
系
の
実
態
を
把
握
し
、
必
要
な
施
策
を

行
動
に
結
び
付
け
て
い
く
か
を
示
し
た
。

　

今
後
、
国
の
出
先
機
関
や
都
道
府
県
に

配
布
し
、
周
知
を
図
る
予
定
。

「
健
全
な
水
循
環
系
構
築
の
た
め
の

計
画
づ
く
り
に
向
け
て
」ま
と
ま
る

全
国
森
林
計
画
を
閣
議
決
定

―
林
野
庁
―

　

来
る
十
一
月
十
日
〜
十
二
日
の
三
日
間

「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０

３　

み
や
ざ
き
」
が
総
務
省
、
宮
崎
県
、

in
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
等
の
共
催

に
よ
り
宮
崎
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
小
さ
な

地
域
か
ら
の
変
革
〜
住
民
参
加
に
よ
る
地

域
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と
発
信
〜
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
今
後
の
過
疎
地
域

の
目
指
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
議
論
す
る

と
と
も
に
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　

過
疎
市
町
村
で
は
い
ま
だ
、
若
者
の
流

出
と
同
時
に
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
農
林

漁
業
の
停
滞
・
産
業
経
済
の
停
滞
・
住
民

の
生
活
基
盤
の
都
市
地
域
と
の
格
差
等
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
今
回
の

会
議
で
は
、
一
日
目
、
宮
崎
県
内
の
五
ヶ

瀬
町
な
ど
過
疎
地
域
四
町
に
お
い
て
の
体

験
視
察
夜
学
、
二
日
目
の
全
体
会
で
は
九

州
大
学
大
学
院
の
小
川
教
授
に
よ
る
「
小

さ
な
地
域
か
ら
の
変
革
を
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
基
調
講
演
や
宮
崎
県
知
事
も
交
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
ほ
か

「
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
」と
し
て
新

潟
県
山
北
町
な
ど
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受

け
る
こ
と
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
最

終
日
は
三
つ
の
分
科
会
に
別
れ
て
「
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
お
こ
し
の
方
策
」

等
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
過
疎
地
域
の
魅
力

の
向
上
、
自
立
促
進
に
繋
が
る
方
策
を
探

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

み
や
ざ
き
」
開
催
さ
れ
る

in

　

政
府
は
、
こ
の
ほ
ど
地
域
森
林
計
画
の

基
礎
と
な
る
全
国
森
林
計
画
を
閣
議
決
定

し
た
。
計
画
期
間
は
〇
四
年
四
月
か
ら
一

九
年
三
月
ま
で
の
一
五
年
間
。
先
の
森
林

法
改
正
に
よ
り
、
計
画
事
項
が
「
森
林
の

整
備
の
目
標
」
か
ら
「
森
林
の
整
備
と
保

全
の
目
標
」に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

保
安
林
、
治
山
事
業
等
の
森
林
の
保
全
に

関
す
る
事
項
を
充
実
さ
せ
た
。

　

同
計
画
で
は
、
①
水
源
か
ん
養
機
能
又

は
山
地
災
害
防
止
機
能
を
重
視
す
る
「
水

土
保
全
林
」、
②
生
活
環
境
保
全
機
能
又

は
保
健
文
化
機
能
を
重
視
す
る
「
森
林
と

人
と
の
共
生
林
」、
③
木
材
等
生
産
機
能

を
重
視
す
る
「
資
源
の
循
環
利
用
林
」
の

三
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
業
の
基

準
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
の
整
備
、

保
全
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
水
源
か

ん
養
、
土
砂
流
出
防
止
、
保
健
等
の
機
能

に
重
点
を
置
い
て
計
画
的
に
配
備
を
推
進

し
、
そ
の
保
全
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
、
水
源
地
域
の
機
能
強

化
、
豊
か
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
荒
廃

地
等
を
中
心
と
し
て
緊
急
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
九
年
三
月
時
点
で
の
森

林
整
備
・
保
全
の
目
標
面
積
は
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
単
層
林
を
〇
一
年
度
末
比

五
％
減
の
九
八
二
万　

と
す
る
一
方
、
広

ha

葉
樹
な
ど
も
混
じ
る
複
層
林
を
同
二
・
四

倍
の
約
二
一
五
万　

に
増
や
す
こ
と
と
し

ha

て
い
て
い
る
。


